
※期間別騰落率の各計算期間は、基準日から過去に遡った期間の応答日(休日の場合は前営業日）までとします。

※出所：FactSetのデータを基に明治安田アセットマネジメント作成
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東証リート指数 2,056.15 2.57% 9.55% 18.91% 32.79%

＜ご参考＞
TOPIX（東証株価指数）

1,959.47 ▲0.62% 2.18% 18.94%

情報提供資料国内リート見通し 2021年4月12日

マーケットの動き（2021年4月5日～4月9日） 東証リート指数、TOPIXの推移
（期間：2020年3月31日～2021年4月9日）

首都圏の緊急事態宣言が解除され、ホテルや商業施設の業績回復が期待されます。大企業のオ
フィス戦略の見直しが行われると予想するものの、国内リートが保有するビルの競争優位性は
高く、物件入れ替えや内部留保の活用等により分配金の維持は可能とみています。また、賃貸
住宅の稼働率は緩やかに回復し、生産性の高い先進的物流施設の需要拡大は続くと予想しま
す。以上のように、国内リートを取り巻く環境は回復基調にあるなか、安定収益を追求する資
金の流入により、東証リート指数は底堅く推移すると予想します。

国内各種資産利回り
2021年4月9日時点

38.28%

投資環境見通し（2021年4月）

騰落率

前週比 1ヵ月前比 6ヵ月前比 1年前比
4月9日

東証リート指数は底堅く推移

先週の国内リート市場は、前週末比で上昇しました。
米国金利上昇の一服感が投資家のリスク選好姿勢を強め、東証リート指数は前週末比
2.6％の上昇となりました。
セクター別では、オフィスセクターや住宅セクター、商業・物流等セクターが総じて
上昇しました。
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